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インターネットによる国際会議

　2008年5月13日（火）に，茨城県立医療大学の会議室とウィスコンシン州立大学スーペリア校の
会議室をインターネット回線で接続し，今後の学生交流の実現に向けたミーティングを行った。

通信システムの構築
　 茨城県立医療大学では，
開学時から学内LANを整備
してきたが，現在はGigabit
ネットワークによるキャン
パスLANを運用している。
キャンパスLANには400台
以上のコンピュータが接続

され，情報学研究所のSINETを経由してインターネット
に接続している。これまで，ウィスコンシン州立大学
スーペリア校とは，両校の担当教員がおもにEメールな
どを用いて連絡を取り合ってきた。今回は，新たに
Skypeというソフトウェアをインストールしたコン
ピュータを用意し，またコンピュータにはWebカメラ
やスピーカ・マイクなどを設置し，複数のメンバーに
よってテレビ会議ができるようなシステムを構築した。

テレビ会議
　 2008年5月13日（火）に，会議を実施した。時間帯
は，日本時間午前８時（アメリカ合衆国は午後６時）
であった。本学側は，国際交流委員会の永田博司副学
長とNeil David Parry准教授が会議に参加した。

　 会議では，学生の派遣
の時期，派遣までの準
備，諸手続き，および今
後の協議の方向性などに
ついて話し合われた。一
部，音声が聞き取りにく
いところがあったが，適
宜，国際電話回線を併用

して会議を継続し，より親密な雰囲気の中で，国際交流
の進展を目指した協議を行うことができた。今回の新
たな取り組みは，今後の活発な交流を期待させるもの
となった。
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茨城県立医療大学・国際交流WG
　 茨城県立医療大学は，建学の理念に基づいて，開学以来，質の高い医療専門職の育成のほか
に，保健・医療・福祉に関する知識と技術の創造と蓄積を行ってきました。そして，平成13年度
より積極的に国際交流を推進することを目的として，総務委員会の下部組織として国際交流ワー
キンググループを設置れいたしました。
　 国際交流ワーキンググループでは，おもに学生の国際交流ニーズの把握，海外からの教育者・
研究者等の招聘事業，海外研修マスタープランの作成，英文パンフレット当の作成，国際交流の
機運の醸成などを行っています。
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